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東
京
は
行
け
ど
も
行
け
ど
も
殺
伐
と
し

て
い
ま
す
。「
人
が
住
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
」

と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
さ
ら
に
深

刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
今
あ
る

も
の
を
壊
し
て
新
し
い
も
の
を
作
り
経
済

発
展
に
つ
な
げ
る
」
と
い
う
手
法
を
と
っ

て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
続
く
で
し
ょ
う
。

し
か
し
こ
れ
が
、
世
界
か
ら
見
た
と
き

「
日
本
に
は
魅
力
が
な
い
」
と
い
う
評
価
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
世
界

の
文
化
人
・
一
流
と
言
わ
れ
る
人
で
「
日

本
に
住
み
た
い
」
と
思
う
人
は
一
人
も
い

な
い
で
し
ょ
う
。
東
京
が
世
界
か
ら
見
た

日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く
し
て
い
る
の
で

す
。
東
京
の
価
値
観
は
世
界
の
価
値
観
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
越
後
妻
有
の
緑
、

米
、
雪
、
そ
ば
、
酒
、
お
年
寄
り
の
知
恵

と
ア
ー
ト
の
方
が
世
界
の
視
点
か
ら
見
た

と
き
に
ず
っ
と
個
性
的
で
魅
力
が
あ
る
の

で
す
。
だ
か
ら
東
京
に
あ
こ
が
れ
る
、
東

京
を
目
指
す
必
要
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。今

日
本
は
一
極
集
中
・
中
央
集
権
国
家

で
す
。
し
か
し
、
国
と
は
本
来
個
性
あ
る

地
域
の
連
合
体
で
あ
る
べ
き
で
す
。
そ
う

い
う
動
き
を
地
域
か
ら
始
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
が
か
か
わ
っ
て
い

る
瀬
戸
内
海
の
直
島
は
人
口
３
、
５
０
０

人
。
そ
こ
に
人
口
の
50
倍
の
人
た
ち
が
世

界
中
か
ら
訪
れ
て
い
ま
す
。「
こ
こ
か
ら
本

当
の
日
本
が
見
え
る
」「
生
き
生
き
と
暮
ら

す
人
た
ち
に
学
ん
だ
」
と
感
激
し
て
帰
っ

て
い
き
ま
す
。
外
務
省
も
、
世
界
に
向
け

て
日
本
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
直

島
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
越
後
妻

有
も
同
じ
条
件
、
い
や
首
都
圏
か
ら
も
近

い
こ
と
な
ど
、
そ
れ
以
上
に
恵
ま
れ
た
条

件
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
強
く

認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
づ
く
り
の
方
程
式
は
「
お
年
寄
り

の
笑
顔
が
美
し
い
ま
ち
」
で
す
。
よ
く
「
若

者
が
元
気
な
ま
ち
を
作
る
」
と
い
い
ま
す

が
、
若
い
人
は
ほ
っ
と
い
て
も
元
気
だ
し
、

若
者
は
地
域
の
歴
史
を
知
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
を
訪
れ
る
人
は
地
域
の
古
い
知
恵
に
触

７月４日D、クロス10で「大地の芸術祭　福武總一郎講演会－大地の芸術

祭2009 越後妻有アートトリエンナーレに寄せてー」（十日町市・津南町主催）

が開催されました。これは、もっと地域の住民から芸術祭に対する理解を深め

てもらおうと催されたもので、一般市民のほか市議会議員や地元経済団体・観

光関連団体などから約250人が参加。第４回大地の芸術祭総合プロデューサー

を務める福武總一郎氏（㈱ベネッセコーポレーション代表取締役会長兼ＣＥＯ）

の話に熱心に聴き入っていました。講演の主な内容を紹介します。

れ
た
い
の
で
す
。
そ
こ
で
お
年
寄
り
を
頼

り
に
す
る
こ
と
で
元
気
が
出
ま
す
。
お
年

寄
り
に
と
っ
て
「
夢
の
あ
る
楽
園
」
に
な

る
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
王
道
だ
と
思

い
ま
す
。

第
４
回
大
地
の
芸
術
祭
は
、「
地
域
が
自

分
た
ち
の
問
題
と
し
て
ど
れ
だ
け
や
れ
る

か
」
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
私
も
、
経
済

人
の
は
し
く
れ
と
し
て
「
経
済
は
文
化
の

し
も
べ
で
あ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
で
き
る

限
り
の
支
援
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
①
交
通

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
運
営
支
援
②
パ
ス
ポ
ー

ト
販
売
③
地
域
企
業
か
ら
の
支
援
④
芸
術

祭
実
施
・
運
営
へ
の
地
元
住
民
か
ら
の
支

援
な
ど
で
す
。

や
り
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
こ
の
地
域
の
豊
か

な
自
然
と
食
、
そ
れ
に
お
年
寄
り
の
笑
顔

で
も
て
な
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
事
で
し

ょ
う
。
こ
こ
に
来
た
人
に
、「
日
本
に
こ
ん

な
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
人
た
ち

越
後
妻
有
が
世
界
を
リ
ー
ド
！

大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ2009

作品プランコンペティション

「里山を舞台とする作品」募集
第４回大地の芸術祭の作品プランを募集します。どのよう

な場所にどのような作品をどのような方法で実現したいかを、

具体的に提案してください。

１　募集内容と期間

第１期：作品公募（平成19年８月１日d～９月28日f）

第２期：制作場所指定による作品公募及び地域マネジメント

案公募（平成20年4月ころを予定）

２　応募資格

芸術祭の趣旨を理解し、地域に入り協働者として取り組める人

３　制作予算

現地への移動交通費等一切を含み上限300万円　

４　応募方法

①応募用紙②企画書・作品プラン③履歴書・過去の作品写真

を添えて大地の芸術祭実行委員会東京事務局まで

出品料は、１提案あたり1,000円

５　審査・発表

到着順に随時プラン審査 →通過者は面接審査　→11月下旬

に審査通過者の全体発表（各審査の通過者へは随時連絡します）

６　現地見学会の開催

①１回目８月１日d～２日e ②２回目８月15日d～16日e

③３回目８月25日g～26日a

※参加費は、１日参加で7,000円、２日参加で12,000円（宿

泊費・資料代・昼食代・資料代・作品鑑賞券を含む）

７　第４回大地の芸術祭の作品公募の特徴

今回の第１期公募は今までの手法同様に、どのような場所を舞

台にどのような作品展開をしたいかについて提案を募集します。

来年春を予定している第２期公募はアートに限定せず、地域

マネジメント案を含め公募します。具体的な場所を指定して

行う予定で、圏域の集落の意向を提示し、意向に沿った、そ

の場所を生かす案であればジャンルを問いません。

■問合せ・応募先

大地の芸術祭事務局　1595-6310 FAX595-6311

Mail tsumari@artfront.co.jp

第
３
回
大
地
の
芸
術
祭
公
募
作
品

「
こ
こ
ろ
の
花
」（
菊
池
歩
）

が
い
る
の
か
」
と
驚
か
せ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

そ
の
た
め
に
、
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
る

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
人
た
ち
、
例
え
ば
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
、
オ
ー
ト
バ

イ
な
ど
の
愛
好
集
団
な
ど
に
声
掛
け
を
し

て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。
私
も
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

美
し
い
自
然
と
豊
か
な
食
、
そ
れ
に
現

代
美
術
と
お
年
寄
り
と
い
っ
た
ら
奇
妙
な

取
り
合
わ
せ
で
す
が
、
こ
れ
が
大
き
な
発

信
力
に
な
り
ま
す
。
実
際
に
世
界
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
「
い
つ
か
は
越
後
妻
有
へ
出

品
し
た
い
」
と
大
地
の
芸
術
祭
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
普
遍
的
な
も
の
に
で

き
る
か
ど
う
か
が
、
第
４
回
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。

情
報
発
信
は
「
一
点
突
破
・
全
面
展
開
」。

世
界
に
向
け
て
で
す
。
外
国
か
ら
見
て
、

「
越
後
妻
有
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
い
う

地
域
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

地
域
づ
く
り
の
方
程
式
は

お
年
寄
り
の
笑
顔

世
界
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は

越
後
妻
有
を
目
指
す

越
後
妻
有
に
世
界
的
価
値

マ
ニ
ア
を
呼
ぼ
う

特集① 大地の祭り 特集① 大地の祭り
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こ
の
地
震
の
発
生
に
よ
り
、
民
家
や
公

共
施
設
な
ど
の
壁
や
天
井
に
崩
落
や
ひ
び

割
れ
が
発
生
し
た
り
、
設
備
類
が
倒
壊
し

た
り
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、市
内
で
は
８
人
が
負
傷
し
、

病
院
な
ど
で
手
当
を
受
け
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
へ
の
影
響
は
、
小
白
倉

や
孟
地
な
ど
市
内
３
地
区
で
水
道
管
の
破

損
な
ど
に
よ
り
56
戸
が
断
水
し
ま
し
た

が
、
同
日
午
後
５
時
に
は
復
旧
。
ま
た
、

固
定
電
話
が
一
部
の
地
域
で
か
か
り
に
く

く
な
り
ま
し
た
。
電
気
や
ガ
ス
に
つ
い
て

は
、大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

交
通
機
関
へ
の
影
響
は
、
地
震
発
生
直

後
に
JR
飯
山
線
・
ほ
く
ほ
く
線
が
全
線
で

運
転
を
停
止
し
ま
し
た
が
、
17
日
に
は
全

線
で
運
転
を
再
開
。
国
・
県
道
な
ど
の
主

要
幹
線
道
路
に
は
大
き
な
被
害
は
な
い
も

の
の
、
市
道
及
び
林
道
の
一
部
が
土
砂
崩

れ
に
よ
り
、
一
部
通
行
止
め
に
な
る
な
ど

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
柏
崎
市
な
ど
へ

の
支
援
と
し
て
、
市
で
は
保
健
師
な
ど
職

員
及
び
十
日
町
地
域
消
防
本
部
か
ら
救

急
・
救
助
隊
員
や
レ
ス
キ
ュ
ー
車
な
ど
を

救
援
に
派
遣
。
ま
た
、
市
で
保
管
す
る
飲

料
水
や
毛
布
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な

ど
の
救
援
物
資
を
直
ち
に
届
け
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
温
泉
施
設
で
は
、
７
月
末

ま
で
被
災
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に

入
浴
の
無
料
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
震
の
余
震
が
今
後
も
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
梅
雨
前
線
に
伴
う
大

雨
で
土
砂
崩
れ
な
ど
の
２
次
災
害
発
生
へ

の
警
戒
が
必
要
で
す
。
が
け
や
斜
面
な
ど

の
崩
落
や
ひ
び
割
れ
し
た
部
分
に
、
雨
水

の
侵
入
を
防
止
す
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
山
や
川
、
急
斜
面

な
ど
危
険
な
場
所
へ
は
近
づ
か
な
い
よ
う
、

危
険
を
感
じ
た
ら
市
役
所
や
消
防
な
ど
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

新潟県・長野県で最大震度６強

7.16 新潟県中越沖地震 発生

７
月
16
日
B
午
前
10
時
13
分
こ
ろ
、
新
潟
県
中
越
沖
を
震

源
と
す
る
地
震
（
深
さ
‥
約
17
㎞
、
規
模
‥
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
推
定
６
・
８
）
が
発
生
し
ま
し
た
。
震
源
地
付
近
の
柏
崎

市
な
ど
で
は
最
大
震
度
６
強
を
観
測
。
市
内
で
は
千
歳
町
、

松
代
で
震
度
５
強
を
観
測
し
、
以
降
、
震
度
３
、
４
程
度
の

強
い
余
震
が
数
回
発
生
し
ま
し
た
。
今
後
も
余
震
と
梅
雨
前

線
に
伴
う
大
雨
に
警
戒
が
必
要
で
す
。

こ
の
地
震
発
生
を
受
け
、
市
で
は
同
日
10
時
45
分
、
市
役

所
内
に
田
口
直
人
市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
新
潟
県
中
越
沖

地
震
十
日
町
市
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
て
、
被
害
状
況

の
把
握
と
災
害
へ
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

１．義援金の受入
①郵便振替の場合　【口座名義　日本赤十字社新潟県支部】※振替手数料は無料
郵便振替　00510－5－26
通信欄に「新潟県中越沖地震」と明記のこと。

②銀行振込の場合　【口座名義　日本赤十字社新潟県支部】※振替手数料は無料
第四銀行白山支店　　普通預金　1620267
北越銀行田町支店　　普通預金　267529
大光銀行学校町支店　普通預金　3007180
新潟県労働金庫本店　普通預金　4877524
新潟県信用農業協同組合連合会本店　普通預金　0011254

③窓口受付の場合 十日町市社会福祉協議会本所・各支所までお届けください。
２．義援金の受付 平成20年１月16日dまで
３．義援金の配分 寄せられた義援金は、新潟県、新潟県共同募金会、日本赤十字社

新潟県支部、マスコミ等で構成された配分委員会により、被災者へ配分されます。
４．問合せ 日本赤十字社十日町市地区　1750－5010

※市民ボランティアの問合せ： 十日町市社会福祉協議会　1750-5010

新潟県中越沖地震義援金を受け付けています

7.16 新潟県中越沖地震による
十日町市の被害状況

（７月19日午前11時現在）

８月31日Fまで市役所・各支所・

公民館に募金箱を設置しています。
（県災害対策本部へ届けます）

市民募金ご協力のお願い

人 的 被 害 軽傷８人

住 家 被 害 一部損壊48棟54世帯

非住家被害
一部損壊68棟
うち小学校などの
文教施設　 25棟

断 水 世 帯 ３地区56戸
（16日午後５時復旧）

道 路 被 害
土砂崩れなどに
より通行止めと
なった路線

市道：４路線

林道：１路線

新潟県中越沖地震十日町市
災害対策本部

防災安全課 1757-3197

十日町地域消防本部
1757-0119

今
後
も
警
戒
が
必
要

2007夏越後妻有大地の祭りでは、開催期間中毎日どこかで作家とともに自分の作品を作る、多彩なワ

ークショップが行われています。ワークショップは、制作の意図や作品の見どころを体得するのに絶好の

チャンス。夏休みの工作づくりにも役立つこの機会、ぜひ参加しよう。

◆詳しい情報は、ホームページでご覧いただ
けます。http://www.echigo-tsumari.jp

◆※印の催しには、500円～2,500円の材料
費が必要です。★印の催し以外は圏域内小
中学生は無料

◆内容等は、変更になることがあります。詳
細については、問い合わせてください。

◆問合せ：
大地の祭り事務局1025-595-6310
観光交流課芸術祭推進室1025-757-2637

連　日

連　日

連　日

8月4日

8月4日・5日

8月6日

8月7日

8月8日・9日

8月8日

8月11日

8月11日

8月12日

8月12日

8月13日

8月14日

8月15日

8月15日

8月16日

8月16日

8月17日

8月17日

8月18日

8月18日

8月19日

8月20日～21日

8月24日～31日

8月26日

8月27日～9月2日

開催日

菊池歩／2009年の大地の芸術祭に向けて滞在制作

うぶすなの家／第1回やきもの展※

ベリースプーン／世界でひとつだけのベリージャムをつくろう※★

倉谷拓朴／名ケ山写真館で撮る遺影写真※★

前山忠／湯山の新視界を見つけよう※

丹治嘉彦＋橋本学／瀬替の里小脇・夏の学校※★

母袋俊也／里山で絵を考える絵を描く※

小日向千秋／土の原型でレリーフをつくろう※

小川次郎／マッドメンコスプレコンテスト2007※

渡辺泰幸／土ってすごい※

古巻和芳+夜間工房／繭人形をつくろう※

磯崎道佳／人ふうせん※

田島征三+おおたか静流+α／クウキョな時間をすごしましょう※

手塚貴晴／ふじようちえん※

田中信太郎、牛島達治／ネオダダから赤トンボ、そのアイダ、このサキ※

白井美穂／映画を作ろう！※

日比野克彦／明後日新聞社主催第5回アサッテカップ※

みかんぐみ／デザインのきっかけ※

日大演劇／とうふや甚句－祝いの歌・喜びの舞－※

北川フラム／土と水・現代社会逆転の梃子※

日大絵画･版画／大変身！作って描こう※

ARICA／モノとロウドウ ARICAの演劇《女行商人》※

日大彫刻／下駄を彫ろう！※★

オフニブロール／物と身体の関係性※

山本浩二／こころを焼いてみませんか？炭化ワークショップ※

日大映画／１光年のサウンドスケープ※

びのわ（美の輪）（東京電機大学+共立女子大学+有志）／アートを作る家

井出創太郎＋高浜利也／こころの家※

関口恒男／越後妻有レインボーハット2007

作家／テーマ

中　手（十日町）

願　入（十日町）

ナカゴグリーンパーク（川西）

名ケ山（十日町）

湯　山（松之山）

小　脇（川西）

ナカゴグリーンパーク（川西）

なじょもん（津南）

鍬柄沢（十日町）

農舞台（松代）

蓬　平（松代）

農舞台（松代）

マウンテンパーク津南（津南）

農舞台（松代）

農舞台（松代）

農舞台（松代）

莇　平（松代）

農舞台（松代）

星　峠（松代）

農舞台（松代）

農舞台（松代）

農舞台（松代）

星　峠（松代）

農舞台（松代）

室　野（松代）

星　峠（松代）

小　出（中里）

小　出（中里）

節黒城跡キャンプ場（川西）

場所（地域名）

10:00～16:00

10:00～16:00

10:30～11:30

10:00～16:00

10:00～15:00

4日 10:00～14:00
5日 09:00～13:00

15:00～17:00

13:30～15:30

8日 10:00～15:00
9日 10:00～17:00

13:00～15:00

15:00～16:00

16:00～17:30

13:30～15:00

16:00～17:30

16:00～17:30

16:00～17:30

10:00～16:00

16:00～17:30

13:30～15:00

16:00～17:30

13:30～15:00

16:00～17:30

13:30～15:00

16:00～17:30

10:30～16:00

10:00～16:00

10:00～16:00

16:00～17:30

10:00～16:00

開催時間

特集① 大地の祭り

新潟県中越沖地震義援金を受け付けています

アート鑑賞チケット（地域パスポート）販売のご案内
対　象：十日町市・津南町に在住する高校生以上の人（小・中学生は空家プロジェクト

作品と農舞台を無料で鑑賞できる招待券を学校を通じて配布します）
特　典：期間中、空家プロジェクト作品と農舞台、キョロロ、光の館及び十日町市博物

館を１回ずつ鑑賞できます。２回目以降は半額で個別鑑賞できます。
金　額：2,000円（十日町市・津南町在住者のみ大地の祭り期間中有効）
販売所：農舞台、十日町駅（ほっくほく案内所）、まつだい駅（観光案内所）、光の館、

キョロロ、キナーレ、各空家作品、分庁舎、各支所・公民館ほか

連日（月曜・
8月28日休み）

市民募金ご協力のお願い
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原
稿
の
浄
書
は
４
人
で
担
当
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
人
、
中
沢
初
美
さ
ん
（
川
治

上
町
・
67
歳
）
は
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
て

10
年
目
に
な
り
ま
す
。

れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
同
学
級
で
３
年
ほ

ど
学
習
し
た
の
ち
、
滝
沢
正
晴
さ
ん
の
指

導
の
も
と
に
「
ゆ
ず
り
葉
」
を
創
刊
し
ま

し
た
。

創
刊
当
初
、
５
０
０
部
だ
っ
た
発
行
部

数
も
現
在
は
２
、
８
０
０
部
に
増
え
、
市

内
は
も
ち
ろ
ん
県
外
へ
も
送
る
な
ど
、
そ

の
人
気
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

寄
稿
を
は
じ
め
て
、
か
れ
こ
れ
15
年
に

な
り
ま
す
。
い
つ
も
、
紙
面
の
穴
埋
め
に

使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

こ
の
集
落
で
お
世
話
に
な
っ
て
50
年
余
り
。

日
々
の
出
来
事
や
四
季
の
移
ろ
い
な
ど
、

ど
ん
な
事
に
も
感
動
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
そ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
歳

を
重
ね
る
ご
と
に
会
話
も
少
な
く
な
り
が

ち
で
す
が
、
私
は
こ
の
「
ゆ
ず
り
葉
」
へ

の
寄
稿
が
話
す
こ
と
で
あ
り
、
読
む
こ
と

が
聞
く
こ
と
な
ん
で
す
。
ゆ
ず
り
葉
の
紙

面
を
と
お
し
て
多
く
の
人
と
会
話
を
し
た

り
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な

気
持
ち
で
す
。
毎
月
、
編
集
さ
れ
る
委
員

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
寄
稿
す
る
こ
と
で

少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

７月８日A、市民会館で十日町地域の女性グループが発行しているミニコミ紙「ゆ

ずり葉」の創刊20周年を記念した「ゆずり葉のつどい」が行われました。式典では、

ゆずり葉の創刊に携わった指導者と富山大学人間発達科学部の神川康子教授などによ

るトークサロンや、これまでの活動を記したビデオの上映などで20年を振り返りま

した。また、明石学級合唱団の合唱や五

十嵐正子さんの「オカリーナコンサー

ト」、関口陽子さんによるさわやかエコ

ー体操も行われ、会場に集まった会員や

読者など約350人は、「ゆずり葉」の二十

歳を祝いました。寄稿する人と読む人を

結び、出会いとふれあいを育むゆずり葉

グループの活動を紹介します。

婦
人
学
級
で
の

学
習
を
実
践
に

「
ゆ
ず
り
葉
」
は
、
主
に
読
者
か
ら
の

寄
稿
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
日
常
の
出
来
事

や
思
い
出
話
、
心
暖
ま
る
話
な
ど
多
種
多

様
。「
熱
心
な
読
者
、
そ
し
て
寄
稿
者
が
い

て
く
れ
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
大
き
な
励

み
で
す
」
と
、
編
集
委
員
を
務
め
る
会
員

の
皆
さ
ん
は
口
々
に
話
し
ま
す
。

月
２
回
の
編
集
会
議
で
企
画
が
練
ら
れ
、

取
材
や
編
集
に
掛
か
り
ま
す
。
寄
せ
ら
れ

た
原
稿
以
外
に
、
聞
き
書
き
に
よ
る
取
材

も
大
切
な
ふ
れ
あ
い
の
場
。
話
す
人
の
要

旨
を
く
み
取
り
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に

収
め
る
、
ま
さ
に
記
者
の
心
持
ち
。

下
書
き
が
で
き
る
と
、
い
よ
い
よ
手
書

き
に
よ
る
浄
書
で
す
。
ペ
ン
を
使
っ
て
の

記
載
は
緊
張
が
走
り
ま
す
。

通
常
は
４
ペ
ー
ジ
構
成
で
す
が
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
寄
稿
者
の
原
稿
を
載
せ
よ

う
と
、
８
ペ
ー
ジ
、
12
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
印
刷
が
あ
が
る
と
、
会

員
の
手
作
り
で
ペ
ー
ジ
が
組
ま
れ
完
成
。

出
来
上
が
っ
た
「
ゆ
ず
り
葉
」
は
、
多
く

が
会
員
に
よ
り
手
配
り
さ
れ
ま
す
。

読
者
の
声
が
励
み
で
す

当 重 菁 子さん
（東枯木又・85歳）

毎
号
の
表
紙
の
歌
は
読
者
に
大
好
評
で
、

歌
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
に
気
を
遣
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
発
行
ま
で
の
作
業
を
毎
月

続
け
る
こ
と
20
年
。
号
を
重
ね
る
ご
と
に

グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
共
感
す
る
人
も
増
え
、

現
在
の
会
員
は
約
１
６
０
人
。
編
集
や
手

書
き
、
配
達
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
協

力
し
あ
っ
て
制
作
し
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
り
葉
の
発
行
は
、
会
員
の
会
費
と

寄
付
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
に

頼
ら
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
気
持
ち
も
、

大
き
な
支
え
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

書
く
人
、
読
む
人
、
作
る
人
。
そ
れ
ぞ

れ
の
つ
な
が
り
の
中
で
張
り
合
い
を
生
む

「
ゆ
ず
り
葉
」。
名
の
由
来
の
と
お
り
、
み

ず
み
ず
し
く
、
ゆ
ず
り
合
う
優
し
い
気
持

ち
で
育
ん
で
20
年
。
ま
だ
ま
だ
大
き
く
伸

び
続
け
て
い
ま
す
。

丁寧にペンを走らせる
中沢さん

ぬ
く
も
り
を
紙
面
に

良
き
指
導
者
、
良
き
仲
間
と
の
出
会
い

が
「
ゆ
ず
り
葉
」
の
原
点
で
し
た
。
何
も

わ
か
ら
ず
不
安
の
中
で
第
１
号
を
発
行

し
、
と
に
か
く
末
永
い
活
動
に
つ
な
げ
る

た
め
に
は
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
こ
と

が
大
切
な
の
で
、
ど
ん
な
工
夫
が
必
要
か

考
え
ま
し
た
。
ま
だ
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
が

普
及
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
す
べ

て
手
書
き
で
発
行
す
る
こ
と
に
し
た
ん
で

す
。
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、
地
域
福
祉
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
め
る
目
的
も
あ
り
ま

し
た
か
ら
、
配
布
も
会
員
に
よ
る
手
配
り

に
し
ま
し
た
。
届
け
た
と
き
の
会
話
も
ま

た
、
読
者
と
の
大
切
な
交
流
で
す
。
創
刊

当
初
は
B
５
サ
イ
ズ
で
し
た
が
、
文
字
を

大
き
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
読
者
の
要
望

か
ら
４
号
目
か
ら
は
一
回
り
大
き
く
し
て

A
４
サ
イ
ズ
に
し
た
り
、
と
じ
穴
を
開
け

た
り
し
ま
し
た
。
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ゆ

ず
り
葉
を
育
て
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
ね
。

玄
関
先
で
「
ゆ
ず
り
葉
、
楽
し
み
に
待
っ

て
た
ぜ
の
」、
読
者
か
ら
そ
う
言
わ
れ
る
の

が
、
次
回
号
制
作
へ
の
大
き
な
弾
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ゆずり葉グループ代表
の桑原光江さん

「
ゆ
ず
り
葉
」
は
、
紙
面
を
と
お
し
た

お
年
寄
り
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
互
い
に
励
ま
し
あ
い
豊
か
な

老
後
を
応
援
す
る
広
報
紙
と
し
て
、
毎
月

１
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
発
行
は
、
ゆ
ず

り
葉
グ
ル
ー
プ
（
桑
原
光
江
代
表
）
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
作
り
で
行
い
、
無

料
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
り
葉
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
60
年
に

公
民
館
の

婦
人
学
級

で
、
講
師

の
松
田
鐵

夫
さ
ん
の

指
導
に
よ

り
老
後
問

題
を
学
習

し
、
そ
の

成
果
を
地

域
活
動
に

生
か
そ
う

と
結
成
さ

ワ
ー
プ
ロ
が
使
え
な
い
の
で
手
書
き
し

て
る
ん
で
す
（
笑
）。
独
学
で
始
め
た
も
の

で
す
か
ら
皆
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
参
考

に
な
り
ま
す
。
機
械
と
違
っ
て
文
字
数
に

合
わ
せ
て
割
り
付
け
を
き
め
る
の
で
１
ペ

ー
ジ
に
２
、
３
回
は
書
き
直
し
ま
す
。
文

字
に
は
表
情
が
あ
る
の
で
、
気
持
ち
を
お

だ
や
か
に
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
読
み

や
す
い
よ
う
に
、
丁
寧
に
書
く
よ
う
気
を

付
け
て
い
ま
す
。
校
正
で
誤
字
脱
字
や
割

り
付
け
を
調
整
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
会

員
同
士
の
信
頼
で
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。

手
書
き
は
書
い
た
人
の
気
持
ち
が
伝
わ
る

の
で
、
毎
号
心
を
込
め
て
制
作
し
ま
す
。

読
む
人
、
作
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
交
流

に
な
る
の
が
こ
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙
だ
と
思
い

ま
す
。
表
紙
は
全
紙
面
の
顔
、
読
者
を
引

き
付
け
る
魅
力
が
勝
負
で
す
。
今
、
さ
ま

ざ
ま
な
広
報
紙
が
あ
る
中
で
、
手
書
き
・

手
作
り
・
手
配
り
、
こ
の
人
間
味
あ
ふ
れ

る
紙
面
が
「
ゆ
ず
り
葉
」
の
特
徴
で
す
。

創
刊
か
ら
の
会
員
皆
さ
ん
の
苦
労
が
実
っ

て
現
在
を
迎
え
、
市
も
合
併
に
よ
り
エ
リ

ア
が
広
が
っ
た
今
、
「
ゆ
ず
り
葉
」
を
と

お
し
て
各
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
仲
間

づ
く
り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

歌をイメージしながら表紙を
描く滝沢さん

毎月２回開催される編集会議

公
民
館
の
婦
人
学
級
を
担
当
し
、「
ゆ
ず

り
葉
」
の
構
想
と
発
刊
を
促
し
た
滝
沢
正

晴
さ
ん
（
本
町
７
‐
２
・
64
歳
）
は
、
毎

号
ゆ
ず
り
葉
の
顔
で
あ
る
手
書
き
の
表
紙

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
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■
助
成
対
象

市
税
を
完
納
し
、
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
人
で
、
市
内
に
所
在
す

る
個
人
所
有
の
住
宅
を
対
象
と
し
ま

す
。

①
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
（
併
用

住
宅
を
含
む
。）

②
一
戸
建
て
の
住
宅

③
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
住
宅

④
壁
、
柱
、
床
、
屋
根
そ
の
ほ
か
主

要
な
部
分
が
木
造
の
住
宅

⑤
耐
震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が

１
・
０
未
満
で
あ
る
と
診
断
さ
れ

た
住
宅

⑥
耐
震
改
修
計
画
に
よ
り
総
合
評
点

が
１
・
０
以
上
と
な
る
住
宅

⑦
耐
震
改
修
が
建
築
基
準
法
及
び
建

築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
違
反
し
て
い
な

い
住
宅

■
耐
震
改
修
の
対
象
範
囲

助
成
の
対
象
と
な
る
耐
震
改
修
の

範
囲
は
木
造
部
分
の
み
と
し
ま
す
。

高
床
基
礎
な
ど
の
木
造
以
外
の
部
分

は
助
成
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

■
助
成
金
額

耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
３
分

の
１
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
上

限
は
30
万
円
で
す
。

（
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
に
は
、

耐
震
改
修
設
計
・
計
画
に
要
す
る
費

用
を
含
み
ま
す
。）

■
受
付
戸
数

先
着
５
戸

■
受
付
期
限

10
月
31
日
d

■資料の閲覧期間及び場所

期間：～８月22日d午前８時30分～午後５時30分（土・日曜日、祝日を除く）

場所：財政課管財係（本庁２階）

現場説明：８月８日d①午前９時30分～10時30分　②午後１時30分～２時30分（ともに現地集合）

※ 希望者は下記問合せ先に申し込んでください。なお希望者がない場合は実施しません。

■入札 日時：平成19年８月29日d午後１時30分～ (同日開札)

場所：全員協議会室（本庁３階）

《資格条件：なし　入札保証金：免除　契約保証金：①②とも契約金額の100分の10以上に相当する額

■申込み・問合せ 財政課管財係　1757-3114（内線224）

雪
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

●耐震診断に係る費用を助成する

「木造住宅耐震診断支援事業」

●克雪住宅に係る費用を助成・融資する

「克雪住宅づくりの補助制度・融資制度」

については、市報４月25日号をご覧ください。

●申込み・問合せ

克雪維持課建築住宅係 1757-3198（内線276）

耐
震
診
断
で
「
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
」
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
を
、

倒
壊
の
恐
れ
が
な
い
よ
う
に
耐
震
改
修
す
る
も
の
で
す
。

線
が
開
通
す
れ
ば
た
ち
ま
ち
赤
字
に
転
落

し
て
し
ま
う
運
命
に
あ
る
と
聞
い
て
ま
た

び
っ
く
り
。
そ
れ
で
、
ほ
く
ほ
く
線
12
の

駅
沿
線
が
運
命
共
同
体
と
し
て
の
「
村
」

を
作
る
べ
き
だ
と
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
く
ほ
く
村
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

隈

高
柳
町
（
現
柏
崎
市
）
の
荻
ノ
島

集
落
を
訪
ね
て

こ
の
地
域
の
魅

力
を
知
り
、
門

出
和
紙
職
人
の

小
林
康
生
氏
に

出
会
っ
て
か
ら

は
彼
と
彼
の
作

る
和
紙
に
ほ
れ

込
み
、
地
域
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ス
ペ
イ
ン
の

ビ
ル
バ
オ
の
よ
う
に
、
市
民
の
ア
イ
デ
ア

を
徹
底
的
に
取
り
入
れ
る
攻
め
の
手
法
で

う
ま
く
い
っ
て
い
る
例
が
あ
り
ま
す
。
参

考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

山
内

ほ
く
ほ
く
線
の
収
入
の
９
割
が

特
急
は
く
た
か
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
が

な
く
な
れ
ば
大
幅
な
赤
字
は
必
至
。
同
じ

よ
う
な
３
セ
ク
の
鉄
道
は
６
割
強
の
赤
字

で
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
く
ほ
く
線
も

同
じ
運
命
を
た
ど
る
の
で
し
ょ
う
か
。
60

年
待
っ
て
で
き
た
鉄
道
が
、
14
年
で
姿
を

消
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

野
田

今
の
う
ち
に
黒
字
を
１
０
０
億

円
貯
め
て
赤
字
に
な
っ
て
も
し
ば
ら
く
生

き
延
び
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
今

の
ほ
く
ほ
く
線
の
方
針
は
守
り
の
戦
略
で

す
。
も
っ
と
攻
め
の
戦
略
を
打
た
な
け
れ

ば
本
当
に
命
運
が
尽
き
ま
す
。

皆
さ
ん
は
小
田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。
東
京
か
ら
小
田
原
ま
で

新
幹
線
は
40
分
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
は
60
分

か
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
人
気
が
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
か
？
「
タ
イ
ム
イ
ズ
マ
ネ
ー
」

の
人
は
ビ
ジ
ネ
ス
特
急
と
し
て
新
幹
線
を

利
用
す
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
旅
は
ビ
ジ

ネ
ス
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
の
合
う

人
同
士
や
ロ
マ
ン
ス
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ

る
人
は
、
む
し
ろ
時
間
を
忘
れ
た
い
く
ら

い
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
の
ほ

く
ほ
く
線
に
な
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
ロ
マ

ン
ス
カ
ー
を
利
用
す
る
人
は
、
乗
る
こ
と

自
体
が
楽
し
い
か
ら
乗
る
の
で
す
。
行
き

先
は
小
田
原
で
は
な
く
箱
根
で
す
。
ほ
く

ほ
く
線
で
い
え
ば
金
沢
で
す
。

も
っ
と
サ
ー
ビ
ス
も
乗
り
心
地
も
い
い

ほ
く
ほ
く
線
に
し
て
、
首
都
圏
の
人
た
ち

に
感
謝
し
つ
つ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
す
。「
金

沢
に
行
く
ん
だ
っ
た
ら
ほ
く
ほ
く
線
」
と

い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

１
０
０
億
円
と
７
年
の
歳
月
が
あ
れ
ば

十
分
可
能
で
す
。
あ
と
は
や
る
気
で
す
。

約
２
０
０
人
が
参
加
し
た
こ
の
催
し
は
、

㈱
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
で
多
摩
大
学

名
誉
教
授
の
野
田
一
夫
氏
と
、
建
築
家
で

慶
応
義
塾
大
学
教
授
の
隈
研
吾
氏
と
い
う

２
人
の
識
者
の
対
談
を
中
心
に
行
わ
れ
、

司
会
は
十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会
会
長

の
山
内
正
胤
氏
が
務
め
ま
し
た
。

野
田

以
前
、
ほ
く
ほ
く
線
の
こ
と
を

紹
介
さ
れ
て

「
３
セ
ク
鉄
道

で
す
か
、
赤
字

で
大
変
で
し
ょ

う
」
と
言
っ
た

ら
「
黒
字
で
す
」

と
言
わ
れ
て
び

っ
く
り
し
ま
し

た
。
北
陸
新
幹

60
年
待
っ
た
鉄
道
が
14
年
で
…

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
に
学
べ

守
り
よ
り
攻
め
の
戦
略

２
０
１
４
年
の
北
陸
新
幹
線
東
京
〜
北
陸
間
開
通
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

ほ
く
ほ
く
線
の
９
割
の
収
入
を
担
っ
て
き
た
特
急
「
は
く
た
か
」
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
ほ
く
ほ
く
線
は
全
国
一
の
優
良
３
セ
ク
鉄
道
か

ら
一
気
に
赤
字
路
線
へ
と
転
落
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
と
７
年
で
私
た

ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
７
月
14
日
G
、
ク
ロ
ス
10
で

ほ
く
ほ
く
線
開
業
10
周
年
事
業
「
守
り
よ
り
攻
め
の
戦
略
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ほ
く
ほ
く
村
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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以
前
は
ど
こ
の
家
に
も
「
タ
ネ
ェ
」
と

呼
ば
れ
る
小
さ
な
池
が
造
ら
れ
て
い
た
も

の
で
し
た
。
簡
単
な
洗
い

も
の
や
手
足
を
す
す
ぐ
の

に
便
利
で
、
コ
イ
や
フ
ナ

を
飼
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
「
タ
ネ
ェ
」
は
、
ス

ジ
（
種
も
み
）
を
浸
し
て

発
芽
さ
せ
た
「
種
井
」
か

ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
そ
の
中
に
は
い

ろ
い
ろ
な
水
生
昆
虫
た
ち
が
い
ま
し
た
。

方
言
名
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
正
式
名
で

は
タ
イ
コ
ウ
チ
・
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
・
ア
メ

ン
ボ
・
マ
ツ
モ
ム
シ
・
タ
ガ
メ
・
ヤ
ゴ

（
ト
ン
ボ
の
幼
虫
）
な
ど
が
代
表
的
で
す
。

水
遊
び
で
捕
ま
え
て
は
、
た
ま
に
マ
ツ
モ

ム
シ
な
ど
に
刺
さ
れ
た
り
し
た
記
憶
の
あ

る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
と
き
に
は
、

２
匹
の
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
の

長
い
尾
を
結
び
つ
け
て
水

中
で
引
き
合
わ
せ
、
哀
れ

な
２
匹
に
果
て
る
こ
と
の

な
い
闘
い
を
強
い
た
り
も

し
ま
し
た
。

今
で
は
こ
ん
な
水
生
の

虫
た
ち
も
数
が
減
っ
て
、

絶
滅
の
危
機
に
ひ
ん
し
て

い
る
も
の
も
い
る
よ
う
で
す
。

（
文
と
写
真
　
高
橋
八
十
八
）

水
生
昆
虫
た
ち

田
山
キ
ャ
ン
プ
場
で
昼
食
休
憩
を
と
り
、

今
が
旬
の
タ
ケ
ノ
コ
や
ワ
ラ
ビ
の
入
っ
た

具
た
く
さ
ん
の
山
菜
ト
ン
汁
に
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
牧
畑
集
落
跡

を
通
っ
て
出
発
地
点
に
戻
る
13
㎞
の
コ
ー

ス
を
散
策
。
参
加
者
た
ち
は
、
自
然
観
察

指
導
員
の
案
内
で
、
山
越
え
谷
越
え
の
ブ

ナ
林
の
ケ
モ
ノ
道
を
探
検
気
分
で
歩

き
抜
き
、
最
後
は
温
泉
で
疲
れ
を
い

や
し
ま
し
た
。

越
綺
子
さ
ん
（
新
座
・
73
歳
）
は
、

「
今
日
は
地
元
で
も
行
事
が
あ
っ
た

け
ど
、
植
物
を
見
る
こ
と
が
好
き
な

の
で
こ
ち
ら
に
参
加
し
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
花
や
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
を

観
察
で
き
た
し
、
鳥
た
ち
に
も
た
く

さ
ん
出
会
え
て
最
高
で
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
緑
鮮
や
か
な
初

夏
と
、
紅
葉
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る
10

月
第
４
日
曜
日
の
年
２
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

中
里
の
自
然
を
満
喫
し
よ
う
と
、
６
月

24
日
a
、
「
初
夏
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ツ
ア

ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
８
人
で
、朝
早
く
「
清

津
峡
ホ
テ
ル
せ
と
ぐ
ち
」
を
出
発
。
西
方

集
落
か
ら
清
田
山
自
然
運
動
公
園
内
の
西

戸
屋
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
抜
け
て
清

緑
の
山
谷
越
え
て

―
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
さ
わ
や
か
な
汗
―

プールでムンムン芸能ショー

７
月
６
日
f
、
松
代
地
区
高
齢
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
松
代
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
松
代
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
主
催
す
る
こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
の

健
康
増
進
と
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
親
ぼ
く

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
、
今
年
で
32
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
村
山
寿
平
次
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
は
、
「
日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
留

意
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
で
す
が
、
今
日
は

無
理
し
過
ぎ
な
い
よ
う
体
に
気
を
つ
け
な

が
ら
、
お
互
い
の
親
ぼ
く
を
図
れ
る
よ
う

に
元
気
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
松
代
地
域
に
あ
る
27
の

楽
し
も
う
ス
ポ
ー
ツ
、
つ
く
ろ
う
健
康
！

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

タイコウチ

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
参
加
し
た
約
４
０
０
人

が
４
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
ボ
ー
ル
送

り
リ
レ
ー
や
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
な
ど
ユ
ニ

ー
ク
な
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。
大
き
な

声
援
と
笑
い
声
が
飛
び
交
う
中
、
参
加
者

た
ち
は
い
き
い
き
と
し
た
表
情
で
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を
繰
り

広
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
親
ぼ
く
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

け
が
人
も
な
く
競
技
は
進
み
、
優
勝
争

い
は
最
終
種
目
ま
で
も
つ
れ
ま
し
た
が
、

最
後
は
奴
奈
川
チ
ー
ム
が
逆
転
し
、
昨
年

に
続
き
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

ボール送りリレー

ビーンボウリング

「妻有緑陰図書館 松本秋則展」開催中！
竹の葉がざわめく音、竹林を歩く音、竹が成長す

る音…竹を用いてさまざまな音を奏でてきた作家・

松本秋則さん。今展では天井まで伸びる竹の作品が

会場に登場します。五感に響く竹の音を聞きながら、

大地の芸術祭などの本を片手にくつろぐこともでき

ます。農舞台でさわやかな風を楽しんでみませんか。

●会　期：～10月21日a 午前10時～午後６時

●会　場：まつだい農舞台

●休館日：毎週月曜日（８月１日～９月２日は無休）

●入場料：大人500円、小中学生300円

※小中学生は学校で配布される「大地の祭り無料招

待券」で入場できます。

●問合せ：まつだい農舞台　1595-6180

７月15日a、夏の恒例行事となった第11回ミオ

ンなかさとふれあい祭りが開催され、約1,800人の

人出でにぎわいました。台風４号の影響であいにく

の雨となったため、ミオン裏の星の広場で開催予定

だった中条・馬場・貝野・東・三箇（津南町）小学

校児童による信濃川リコーダーコンサートはユーモ

ールホールで行われました。懐メロカラオケ＆芸能

ショーの会場もバーデプールに変更となり、湯気で

蒸し暑い中、十日町懐メロ愛好会のエコーが効いた

カラオケや風美舞天神による迫力満点の新潟総おど

りなどに、温泉上がりの来場者は大きな拍手を送っ

ていました。祭りの最後には花火が打ち上げられ、

訪れた人を魅了しました。

チ
ビ
ッ
子
天
文
博
士
誕
生

（
松
代
小
５
年
）、
池
田
彩
夏
さ
ん
（
十
日

町
小
１
年
）、
大
久
保
将
貴
さ
ん
（
東
小
３

年
）、
佐
藤
英
昭
さ
ん（
松
代
保
育
園
年
中
）

の
４
人
。
ほ
か
の
来
場
者
が
見
守
る
中
、

村
山
教
育
長
か
ら
認
定
証
を
う
れ
し
そ
う

に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
認
定
制

度
は
平
成
９
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
今

回
を
含
め
て
51
人
の
チ
ビ
ッ
子
天

文
博
士
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
毎
週
日
曜

日
午
前
11
時
か
ら
開
催
さ
れ
、
毎

月
１
回
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
を
投
影
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
チ
ビ
ッ
子
天
文
博
士
に
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
‥
中
里
公
民
館

（
1
７
６
３
│
２
４
９
３
）

７
月
７
日
g
、
年
間
12
回
以
上
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
投
影
を
見
た
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
た
ち
に
、「
チ
ビ
ッ
子
天
文
博
士
」
認

定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
認
定
さ

れ
た
の
は
、
写
真
右
か
ら
佐
藤
孝
昭
さ
ん
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今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
、
４
０
０

年
以
上
の
前
こ
と
、
仙
田
の
藤
沢

か
ら
室
島
に
向
か
う
沢
沿
い
に
大

き
な
池
が
あ
り
ま
し
た
。
深
い
木

立
に
囲
ま
れ
て
昼
な
お
暗
い
池
の

水
は
青
黒
く
澄
ん
で
波
一
つ
立
ち

ま
せ
ん
で
し
た
。
死
ん
だ
よ
う
に

薄
気
味
悪
い
た
め
、
夜
に
な
る
と

だ
れ
も
近
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
夕
立
ち
の
後
な
ど
は
、
池
の

底
か
ら
無
気
味
な
音
が
聞
こ
え
て

き
た
り
、
池
の
ほ
と
り
に
と
て
つ

も
な
く
大
き
な
鱗
う
ろ
こ

が
落
ち
て
い
た

り
す
る
の
で
、
池
に
は
竜
が
す
ん

で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

室
島
に
出
る
に
は
、
い
つ
も
恐
ろ

し
い
思
い
を
し
な
が
ら
こ
こ
を
通

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
村
人
は
ほ

と
ほ
と
困
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
隠
如
と
い
う
山

伏
が
藤
沢
を
通
り
か
か
り
、
こ
の

話
を
耳
に
し
ま
し
た
。「
よ
し
わ
か

っ
た
。
わ
し
が
法
力
で
悪
竜
を
追

い
払
っ
て
や
ろ
う
」。

隠
如
は
そ
う
言
う
と
、
池
の
近

く
に
横
穴
を
掘
っ
て
座
り
、
呪
文

を
唱
え
て
祈
り
始
め
ま
し
た
。
水

以
外
は
口
に
し
な
い
で
一
心
に
経

文
・
呪
文

じ
ゅ
も
ん

を
唱
え
続
け
る
こ
と
二

十
一
日
、
満
願
の
日
の
夜
明
け
の

こ
と
で
す
。
今
ま
で
晴
れ
渡
っ
て

い
た
空
が
に
わ
か
に
か
き
く
も
っ

て
、
大
嵐
に
な
り
ま
し
た
。
お
け

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
大
雨

が
池
に
降
り
注
ぎ
、
突
然
、
ド
ゴ

ォ
オ
と
い
う
地
響
き
と
と
も
に
池

の
堤
が
崩
れ
ま
し
た
。
水
は
一
気

に
渋
海
川
に
流
れ
下
り
、
悪
竜
が

姿
を
現
し
ま
し
た
。

「
よ
く
も
池
を
や
ぶ
っ
た
な
ー
」。

悪
竜
は
牙
を
む
き
火
を
吹
き
な
が

ら
隠
如
に
お
そ
い
か
か
っ
て
き
ま

し
た
。
隠
如
は
な
お
全
霊
を
込
め

て
祈
り
続
け
ま
し
た
。
悪
竜
が
隠

如
を
飲
み
込
も
う
と
し
た
瞬
間
、

あ
た
り
が
真
っ
白
に
な
る
せ
ん
光

が
走
り
、
ビ
ギ
ャ
ー
ッ
と
い
う
断

末
魔
の
声
と
と
も
に
悪
竜
は
地
に

落
ち
て
息
絶
え
ま
し
た
。

隠
如
は
、
一
刻
も
早
く
こ
の
こ

と
を
村
人
に
知
ら
せ
よ
う
と
、
ほ

ら
貝
を
吹
き
な
が
ら
千
手
峠
に
向

か
っ
て
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
二
十
一
日
も
の
断
食
と
悪

竜
と
の
死
闘
で
精
魂
尽
き
果
て
、

峠
を
登
り
切
る
一
歩
手
間
で
ば
っ

た
り
と
倒
れ
て
息
絶
え
ま
し
た
。

村
人
た
ち
は
そ
こ
に
塚
を
作
っ

て
悪
竜
か
ら
ム
ラ
を
救
っ
て
く
れ

た
隠
如
を
ね
ん
ご
ろ
に
葬
り
、
隠

如
塚
と
名
付
け
て
徳
を
た
た
え
ま

し
た
。

藤
沢
の
ム
ラ
は
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
隠
如
塚
と
、
池
の
後
に
開

か
れ
た
桜
田
と
い
う
稲
田
が
往
時

を
し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

「
隠
如

い
ん
に
ょ

塚
」の
巻

（
旧
藤
沢
）

青
木
祥
太
さ
ん
│
│
２
月
の
修
学
旅
行
を
き
っ

か
け
に
ク
ラ
ス
が
良
い
意
味
で
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
年
の
目
標
は
、
体
育
祭
の
総
合
優

勝
と
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
取
る
こ
と
。

そ
し
て
な
に
よ
り
も
楽
し
く
参
加
す
る
こ
と
！

今
、
南
中
は
変
わ
ろ
う
と
動
き
だ
し
て
い
ま
す
。

下
級
生
た
ち
か
ら
も
、
南
中
が
も
っ
と
良
く
な

る
よ
う
に
、
今
の
自
分
た
ち
の
活
動
を
続
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

南
雲
恵
子
先
生
│
│
パ
ワ
ー
が
あ
っ
て
活
気
も

あ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
色
が
違
っ
て
輝
い
て
い

る
。
可
能
性
の
た
ま
て
箱
か
な
。
授
業
中
も
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
が
多
く
楽
し
い
ク
ラ
ス
で
す
。
去

年
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

あ
え
て
む
ず
か
し
い
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

と
今
年
は
意
欲
満
々
で
す
。
卒
業
ま
で
に
や
り

た
い
こ
と
全
て
や
り
き
っ
て
、
悔
い
な
く
卒
業

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

南中学校３年２組 25

南中の良いところを発信しよう、本当の自分

たちを知ってもらおうと掲げたスローガンは

「変わるぞ　南中！」。学校とPTA・生徒たち

が一丸となって取り組んでいます。人の役に立

つことをしようと、ボランティア活動にも力を

入れている南中学校。自ら率先して活動し下級

生を引っ張っていく、頼もしい３年２組37人の

仲間たちです。

市
民
の
皆
さ
ん
へ

こ
の
た
び
の
中
越
沖
地
震
で
被
害

に
遭
わ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
並
び

に
柏
崎
市
ほ
か
の
大
き
な
被
害
に
あ

わ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
し
ま

す
。幸

い
、
当
市
で
は
甚
大
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
被
災
か
所

の
早
期
復
旧
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
中
越
大
震
災
で
多
く

の
支
援
を
い
た
だ
い
た
市
と
し
て
、

柏
崎
市
な
ど
へ
の
被
災
家
屋
調
査
の

協
力
や
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

隣
の
ま
ち
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
全

面
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
の
忌
ま
わ
し
い
中
越
大
震
災
か

ら
３
年
に
満
た
な
い
と
い
う
の
に
、

ま
た
も
中
越
で
大
地
震
が
発
生
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
３
月
25
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
、
そ
し
て
今
回

の
中
越
沖
地
震
と
、
立
て
続
け
に
大

地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

中
越
大
震
災
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

こ
の
地
域
で
は
も
う
当
分
は
大
き
な

地
震
は
起
こ
ら
な
い
で
ほ
し
い
と
だ

れ
も
が
願
っ
て
い
た
し
、
そ
う
な
る

だ
ろ
う
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
回
の
中
越
沖
地
震
を
経
験

し
て
、
い
つ
ま
た
大
き
な
地
震
が
起

き
る
か
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
、

そ
し
て
、
そ
の
と
き
の
た
め
の
備
え

や
心
構
え
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
、

強
く
再
認
識
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

す
。
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
、
断
水

時
や
停
電
時
の
備
え
を
も
う
一
度
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
で
、
も

し
も
の
時
の
避
難
先
や
連
絡
方
法
な

ど
を
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
・
耐
震
改
修
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
木
造
住
宅
の
耐

震
化
を
行
う
場
合
の
補
助
制
度
で
す
。

耐
震
化
を
お
考
え
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
先
、
大
き
な
災
害
が
こ

の
地
域
で
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
切
に

願
っ
て
、
筆
を
お
き
ま
す
。

〈
二
十
五
〉
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今
回
は
難
視
聴
対
策
と
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
対
応
の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

な
お
、
提
案
内
容
の
概
要
は
今
後
協
議
す
る

中
で
一
部
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
実
施
方
法

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
波
が
受
信
可
能
な
世

帯
は
、
各
自
で
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
受
信
し

て
も
ら
い
ま
す
。
受
信
で
き
な
い
共
聴
施
設

へ
は
、
原
則
と
し
て
次
の
と
お
り
対
応
し
ま

す
。

・
電
波
状
況
の
良
い
場
所
に
大
き
な
ア
ン
テ

ナ
を
設
置
し
ま
す
。

・
受
信
点
設
備
（
ア
ン
テ
ナ
や
ヘ
ッ
ド
ア
ン

プ
な
ど
）
を
１
か
所
に
ま
と
め
、
地
上
ア

ナ
ロ
グ
放
送
・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
Ｆ

Ｍ
放
送
の
受
信
設
備
を
市
が
設
置
し
ま
す
。

・
既
存
の
共
聴
施
設
を
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
で

敷
設
し
た
開
放
用
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
び
ま

す
。

・
市
と
し
て
１
つ
の
大
き
な
共
聴
施
設
を
作

り
ま
す
。
※
５
０
１
端
子
以
上
の
大
き
な

共
聴
施
設
に
な
る
た
め
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
法
に
お
け
る
「
自
主
放
送
を
し
な
い

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」
に
該
当
し
、
総
務
省

の
設
置
許
可
が
必
要

・
現
在
あ
る
共
聴
施
設
の
う
ち
、
各
家
庭
ま

で
の
引
込
ケ
ー
ブ
ル
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
引
込
線
や

中
継
増
幅
器
を
改
修
し
ま
す
。

◆
事
業
費

約
13
億
円
（
既
存
の
共
聴
施
設
の
う
ち
、

98
施
設
の
全
面
改
修
費
を
含
む
）

◆
利
用
料
金

月
額
５
０
０
円
程
度

◆
チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
ラ
ン

・
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
（
６
波
）

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
６
波
）

・
「
Ｆ
Ｍ
と
お
か
ま
ち
」
ほ
か
県
域
Ｆ
Ｍ
放

送
３
波

◆
運
営
方
法

・
市
が
設
置
（
事
業
主
体
）

・
管
理
運
営
は
「
エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち
」

に
委
託

◆
工
事
期
間

平
成
20
年
度
か
ら
２
年
程
度
（
工
事
が
完

了
し
た
地
域
か
ら
放
送
開
始
）

連
携
事
業
者
の
提
案
内
容
（
２
）

※
次
回
も
連
携
事
業
者
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

難
視
聴
対
策
と

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
に
つ
い
て



市報とおかまち『だんだん』平成19年7月25日号15 市報とおかまち『だんだん』平成19年7月25日号 14

上越市から、十日町市内の保育園・幼稚園児と小・中学生

を対象に、上越市立水族博物館など５施設が利用できる無料

招待券が寄贈されました。これは、ほくほく線の利用促進と

両市間の交流を図るために贈られたもので、７月６日f上越

市の竹田淳三産業観光部長が村山潤教育長に目録を手渡しま

した。招待券は、７月14日g～９月２日aまで利用でき、

１人に２枚ずつ各学校などを通じて配付されます。招待券は

昨年も寄贈され、期間中延べ約2,600人の親子が訪れるなど

好評でした。竹田部長は、「多くの皆さんのご利用をお待ちし

てます」と話していました。

７
月
16
日
（
海
の
日
）・
17
日
c
、
征
夷
大
将

軍
坂
上
田
村
麻
呂
ゆ
か
り
の
縁
起
を
持
つ
千
手

観
音
境
内
（
伊
友
）
で
十
七
夜
祭
り
が
開
か
れ

ま
し
た
。
16
日
夜
は
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
直

後
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
道
に
多
数
の
露
店
が
並

び
、
観
音
堂
わ
き
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
歌
謡

シ
ョ
ー
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
な
ど
縁
日
の
雰

囲
気
た
っ
ぷ
り
。
浴
衣
姿
の
子
ど
も
た
ち
や
親

子
連
れ
な
ど
が
境
内
に
あ
ふ
れ
、
約
８
、
０
０

０
人
が
伝
統
あ
る
祭
り
の
一
夜
を
楽
し
み
ま
し

た
。
地
震
被
害
に
配
慮
し
て
、
予
定
さ
れ
て
い

た
花
火
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ほくほく線に乗って遊びにおいでよ！

経営の戦略と戦術でつくる新たな“農”ブランド

伝
統
の
縁
日

十
七
夜
祭
り

ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
始
ま
る

tokamachi topics

市では「十日町市環境基本計画」を策定しています。この

計画（案）の概要説明や市民との意見交換を目的として、

「十日町市の環境を考える地域懇談会」が、７月５日eの吉

田公民館をかわきりに、全10会場で行われています。

７月10日cに川西商工会館で開催された地域懇談会では、

環境衛生推進委員など25人の市民が参加し、映像を使用し

て基本計画（案）や環境共生まちづくり推進プロジェクトに

ついての説明が行われました。普段の生活にも関係する身近

な問題ということもあり、参加者たちは熱心に耳を傾け、積

極的に意見や質問が交わされていました。

７
月
８
日
a
、
仙
田
体
験
交
流
館
キ
ラ
リ
を

会
場
に
、
歌
で
震
災
復
興
を
願
う
「
う
た
フ
ェ

ス
タ
in
仙
田
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
演
し

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
キ
ラ
リ
や
楽
楽
市
場

（
農
産
物
直
販
所
）
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
手
が

け
る
な
ど
地
域
に
縁
の
深
い
皆
さ
ん
。
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
か
ら
演
歌
、
ロ
ッ
ク
へ
と
「
う
た
」

が
リ
レ
ー
さ
れ
、
約
５
０
０
人
の
来
場
者
と
ス

テ
ー
ジ
が
一
体
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
仙
田
子

供
樽
太
鼓
の
演
奏
や
バ
ル
ー
ン
飛
ば
し
、
お
い

し
い
テ
ン
ト
屋
台
も
祭
り
を
盛
り
上
げ
、
み
ん

な
の
ハ
ー
ト
が
熱
く
な
っ
た
一
日
で
し
た
。

環境について考える

ハ
ー
ト
も
熱
く

う
た
フ
ェ
ス
タ

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

７月４日d、クロス10で、新たなる地域ブランドの創出講演会が開

催されました。これは、十日町市担い手育成総合支援協議会が主催し

たもので、開会にあたり同協議会の阿部三代繼会長は、「地域ブランド

創出の手法を学んでいただき、十日町市の農業の新たなステップにし

てください」とあいさつしました。続いて、事業戦略構築研究所AX

の高木響正代表による「あなたが変われば地域が変わる～“農”から

興す地域のブランド化戦略～」と題した講演会が行われました。高木

さんは、農業だけの技術にとどまることなく、他業界とのネットワー

クを駆使した「売れるもの」づくりのための戦略と戦術の大切さを話

し、集まった市内の農家など約300人は関心を寄せていました。

「国宝火焔型土器の出土から25周年」に集う

７月８日a、笹山遺跡広場（中条上町）で「国宝出土25周年記念

の集い」が開催され、約150人の関係者が参加しました。これは、国

宝火焔型土器№１が出土した昭和57年７月８日から25年が経過した

ことを記念して笹山縄文倶楽部（岡田稔会長）が主催したもの。法要

に続き中条中学校３年の石沢知美さんは、「先人が火焔型土器という

宝物を残してくれたことを誇りに思い、後世に語り継ぎたい」と「先

人に捧げることば」を贈り、発掘調査を担当した阿部恭平さん（栄

町・59歳）は、「出土したときは鳥肌が立ちました。皆さんに感謝し

ます」と当時を振り返っていました。第２部では市出身のオカリナ奏

者の五十嵐正子さんによる追善コンサートが催されました。

７
月
13
日
f
、
水
沢
公
民
館
で
今
年
度
第
１

回
目
の
「
ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
」
が
、「
地
域
の
重

点
課
題
を
話
し
合
う
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
田
口
市
長
が
「
十
日
町
市
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
語
っ
た
後
、
３
人
の
地
区
代

表
者
が
高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業
や
十
日
町

病
院
建
設
と
高
規
格
道
路
、
広
域
農
道
の
整
備

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て

の
自
由
ト
ー
ク
で
も
熱
心
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、

約
１
１
０
人
が
詰
め
か
け
た
会
場
は
、
地
域
を

語
る
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
地

域
で
は
、
10
月
・
11
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
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2008年２月の第57回全国高等学校スキー大会（インター

ハイ）開催をＰＲしようと収録から編集まですべて地元の高

校生によるラジオＣＭの制作が７月12日e、エフエムとお

かまちで行われました。ＣＭ制作に臨んだのは十日町総合高

校生徒会の藤木春花さん（３年）、池田茜さん（３年）、池田

美和さん（３年）、春日美晴さん（２年）です。４人は同局

アナウンサー佐藤広樹さん指導の下、プロも驚く速さでさま

ざまな技術を習得。発声練習、原稿読み、収録、ＢＧＭと約

２時間で制作は終了しました。ＣＭは毎週土曜日午前10時

40分ころにエフエムとおかまち（78.3MHz）で放送中です。

７
月
11
日
d
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
の
留

学
生
ケ
ア
リ
・
デ
ル
・
コ
ー
ル
さ
ん
（
16
）
が

田
口
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
国
際
交
流

や
青
少
年
育
成
を
目
的
と
し
た
十
日
町
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
田
中
博
好
会
長
）
の
Y
E
（
青

少
年
交
換
）
事
業
の
一
環
で
来
日
し
た
ケ
ア
リ

さ
ん
は
、
19
日
e
ま
で
十
日
町
市
に
滞
在
し
た

後
、
魚
沼
市
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

市
長
に
日
本
の
感
想
を
聞
か
れ
た
ケ
ア
リ
さ

ん
は
、
「
と
て
も
良
い
で
す
。
将
来
の
夢
は
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
の
で
、
織
物
や
着

物
に
興
味
が
あ
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ラジオCMでインターハイをPR

世田谷で育て松代のブナ 緑の少年団植樹

ア
メ
リ
カ
人
留
学
生
来
訪

心
ひ
と
つ
に
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
ン
プ

７月７日g、松代小学校の６年生児童をメンバーとする「まつだい

緑の少年団」24人が、東京都世田谷区にある「みんなの森」の植樹

祭に参加しました。少年団のメンバーは、松代のブナ林で採取した苗

木を世田谷区立千歳小学校の児童に手渡し、仲良く植樹を行いました。

平成12年から始まったこの活動も今年で８年目。高い山地などに植

生するブナは、東京のような低地では育ちにくいといわれていますが、

世田谷のボランティアグループの努力もあり、大きいものは２メート

ルを超えるまでに成長しています。７月下旬には世田谷の小学生が松

代を訪れ川遊びやブナ林散策を行い、３月にはスキーや雪遊びを体験

するなど、年間をとおして相互の交流が行われています。

７
月
６
日
f
、
松
之
山
体
育
館
で
第
20
回
松

之
山
な
が
な
わ
と
び
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
チ
ー
ム
に
女
子
と
大
人
そ
れ
ぞ
れ
２
人
以
上

を
加
え
た
12
人
で
編
成
す
る
こ
の
競
技
に
小
・

中
学
校
や
高
校
、
地
域
な
ど
で
編
成
し
た
21
チ

ー
ム
の
３
０
９
人
が
参
加
。
各
チ
ー
ム
と
も
回

し
手
の
号
令
で
次
々
と
ジ
ャ
ン
プ
の
回
数
を
重

ね
ま
し
た
。
優
勝
は
決
勝
戦
で
１
５
３
回
跳
ん

だ
中
学
生
チ
ー
ム
「
ジ
ャ
ス
タ
ウ
ェ
イ
」
で
し

た
。
同
チ
ー
ム
は
予
選
で
１
５
５
回
を
跳
び
、

新
記
録
を
出
し
た
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
ス
ー
パ

ー
ジ
ャ
ン
プ
賞
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

tokamachi topics

真
夏
の
雪
上
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
大
地
の
芸
術
祭
作
品
も
鑑

賞
で
き
ま
す
。
●
日
時
＝
８
月
14
日

c
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
●
会

場
＝
大
厳
寺
高
原
●
内
容
＝
雪
上
綱

引
き
・
パ
ン
食
い
競
争
・
岩
魚
つ
か

み
捕
り
ほ
か
※
参
加
受
付
は
当
日
●

問
合
せ
＝
松
之
山
観
光
協
会
（
1
５

９
６
│
３
０
１
１
）

公
演
終
了
後
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
28
日
g
午
後
６
時
〜

●
会
場
＝
中
央
公
民
館
美
佐
島
分
館

（
旧
赤
倉
小
学
校
）
●
入
場
料
＝
無

料
※
交
流
会
費
は
５
０
０
円
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館
（
1
７

５
７
│
５
０
１
１
）

●
日
時
＝
８
月
６
日
b
午
前
８
時
〜

８
時
30
分
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
平
和

の
火
前
●
問
合
せ
＝
原
水
爆
禁
止
十

日
町
市
協
議
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

課
1
７
５
７
│
８
９
１
８
）

●
期
間
＝
〜
９
月
30
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
「
森
の
学
校
」

キ
ョ
ロ
ロ
●
入
館
料
＝
大
人
５
０
０

円
、
小
・
中
・
高
校
生
３
０
０
円
、
幼

児
無
料
●
休
館
日
＝
火
曜
日
※
８
月

中
は
休
館
日
な
し
●
問
合
せ
＝
「
森

の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
1
５
９
５
│

８
３
１
１
）

彫
刻
の
あ
る
道
を
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
抽
選
で
１
０
０
人
に
商
品
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
●
期
間
＝

７
月
28
日
g
〜
８
月
19
日
a
●
応
募

方
法
＝
中
心
市
街
地
石
彫
マ
ッ
プ
に

掲
載
し
て
い
る
62
作
品
を
６
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル

ー
プ
の
ク
イ
ズ
の
回
答
と
ス
タ
ン
プ

を
集
め
て
応
募
す
る
。
●
応
募
用

紙
・
応
募
箱
設
置
場
所
＝
①
メ
ン
ズ

シ
ョ
ッ
プ
ア
カ
ク
ラ
②
本
町
分
庁
舎

③
小
嶋
屋
④
ク
ロ
ス
10
⑤
か
み
つ
ね

⑥
共
立
観
光
⑦
十
日
町
商
工
会
議
所

⑧
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
●
問
合
せ

＝
十
日
町
商
工
会
議
所
T
M
O
事
務

局
（
1
７
５
７
│
５
１
１
１
）

高
校
生
以
上
対
象
の
歌
と
ト
ー
ク

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
●
日
時
＝
８

月
４
日
g
午
後
２
時
〜
４
時
●
会
場

＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
●
入
場
料
＝
無
料
※
保
育
コ
ー
ナ

ー
有
・
８
月
１
日
d
ま
で
に
要
予
約

●
問
合
せ
＝
学
校
教
育
課
指
導
係

（
内
線
３
１
２
）

中
学
生
が
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

感
じ
た
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を

発
表
し
ま
す
。
●
日
時
＝
８
月
10
日

f
午
後
１
時
30
分
〜
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

（
1
７
５
７
│
２
４
０
０
）

本
格
的
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど

楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
。
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
も
募
集
中
で

す
。
●
日
時
＝
８
月
４
日
g
午
後
５

時
〜
10
時
●
会
場
＝
コ
モ
通
り
歩
行

者
天
国
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
渡
辺

（
1
７
５
７
│
３
８
６
９
）

視
覚
障
害
者
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の

三
宮
麻
由
子
さ
ん
の
講
演
会
と
ピ
ア

ノ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
●
日
時
＝
８

月
18
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
●
会
場

＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合

せ
＝
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
1
７
５
０
│
５
０
１
０
）

●
期
間
＝
８
月
17
日
f
〜
26
日
a
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
上
越

文
化
会
館
（
上
越
市
）
●
入
館
料
＝

大
人
５
０
０
円
、
小
学
生
以
下
無
料

●
休
館
日
＝
20
日
b
●
問
合
せ
＝
北

越
急
行
㈱
（
1
０
２
５
│
７
７
０
│

２
８
２
０
）

●
期
間
＝
８
月
12
日
a
〜
15
日
d
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
松
之

山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
●
入
館
料

＝
無
料
●
問
合
せ
＝
松
之
山
自
然
休

養
村
セ
ン
タ
ー
（
1
５
９
６
│
２
２

６
５
）

子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
と
し
て

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
秋
の
ブ
ナ
林
で

オ
カ
リ
ナ
演
奏
や
、
子
ど
も
向
け
の

自
然
の
お
話
や
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
９
月
23
日
a
午
後
１
時
〜

第
21
回
真
夏
の
雪
祭
り

わ
た
し
の
主
張

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

む
し
・
虫
・
ム
シ
展

第
53
回
原
水
爆
禁
止

十
日
町
市
民
大
会

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

三
宮
麻
由
子

講
演
会
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

第
16
回
ゆ
か
た
で
お
い
で
よ

コ
モ
通
り
夏
祭
り

石
彫
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ほ
く
ほ
く
線
開
業
10
周
年
記
念

片
岡
鶴
太
郎
作
品
展

人
権
教
育
公
演
会

こ
ん
の
ひ
と
み
コ
ン
サ
ー
ト

'07

清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり清田山自然運動公園まつり
うなぎのつかみ捕りや宝さが

し、そうめん流しなど楽しいイ

ベントがいっぱい！大地の祭り

「里山かくれんぼ」も行います。

●日　時＝８月15日d

午前10時～午後２時30分

●会　場＝清田山キャンプ場

●問合せ＝なかさと清津観光協会（1763－3168）

イ
ン
ド
仮
面
舞
踊
赤
倉
公
演

セ
ラ
イ
ケ
ラ
の
チ
ョ
ウ

山
口
清
治
絵
画
展

森
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

参
加
団
体
募
集

8月1日～8月31日は

「道路ふれあい月間」

8月10日は「道の日」

道路は、私たちの毎

日の生活を支えるため

の欠くことのできない

大切なものです。この

機会に、もう一度見直

してみませんか。
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本
部
長
岡
出
張
所
（
1
０
２
５
８
│

33
│
０
２
５
０
）

●
会
場
＝
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
県
立
上
越

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
1
０
２
５
│
５

４
５
│
２
１
９
０
）

【
建
設
機
械
油
圧
装
置
の
基
礎（
学
科
）

コ
ー
ス
】
●
日
時
＝
８
月
20
日
b
〜

24
日
f
午
後
６
時
〜
９
時
●
受
講
料

＝
２
、
４
０
０
円
●
定
員
＝
先
着
13

人
●
内
容
＝
建
設
機
械
に
関
す
る
模

擬
問
題
演
習
と
解
説
●
受
付
期
間
＝

８
月
６
日
b
〜
15
日
d

【
半
自
動
ア
ー
ク
溶
接
（
実
技
）
コ
ー

ス
】
●
日
時
＝
９
月
12
日
d
・
13
日

e
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
●
受
講
料

＝
３
、
９
０
０
円
●
定
員
＝
10
人
●

内
容
＝
Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
技
能
検
定
合
格

を
目
標
に
学
科
・
実
技
の
予
備
学
習

●
申
込
み
締
切
り
＝
８
月
28
日
c

南
魚
沼
児
童
相
談
所
と
知
的
障
害

者
更
生
相
談
所
に
よ
る
、
発
達
の
遅

れ
、
療
育
手
帳
の
判
定
、
不
登
校
、

性
格
行
動
上
の
問
題
な
ど
児
童
や
18

歳
以
上
の
知
的
障
害
者
に
関
す
る
巡

回
相
談
で
す
。
●
日
時
＝
８
月
28
日

c
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝

松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
●
相
談
員
＝
児

童
福
祉
司
、
心
理
判
定
員
、
子
育
て

支
援
相
談
員
な
ど
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
８
月
13
日
b
ま
で
に
、
福
祉
課

子
育
て
支
援
係
（
内
線
１
３
５
）

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど
に

よ
り
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
な
ど

（
養
育
者
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
４
月

〜
７
月
分
を
８
月
10
日
f
に
振
り
込

み
ま
す
。
●
手
当
額
＝
受
給
者
に
よ

り
異
な
る
の
で
証
書
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
年

金
係
（
内
線
１
６
７
）
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎

年
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手

続
き
を
し
な
い
と
、
医
療
費
助
成
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
更
新
が
必
要
な
人
に
は
、
後
日

通
知
し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
市
役

所
本
庁
ま
た
は
支
所
で
必
ず
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
●
持
参
す
る
も

の
＝
①
市
の
通
知
文
書
②
受
給
者
証

③
印
鑑
④
医
療
保
険
証
●
期
間
＝
８

月
１
日
d
〜
31
日
f
●
提
出
・
問
合

せ
＝
健
康
支
援
課
地
域
医
療
月
係

（
内
線
１
２
７
）
ま
た
は
各
支
所
健

康
福
祉
課

７
月
は
固
定
資
産
税
第
２
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
４
期
及
び
介
護
保

険
料
第
４
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限

内
（
７
月
31
日
）
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
保
険
年
金
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
※
14

日
c
・
15
日
d
は
午
後
５
時
閉
館

●
千
手
中
央
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日
※
13

日
b
・
15
日
d
と
25
日
g
〜
27
日
b

は
午
後
５
時
閉
館

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
８
日
d
・
22

日
d

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
休
館
日
な
し

※
８
月
12
日
a
〜
17
日
f
・
７
日

c
・
21
日
c
・
28
日
c
は
午
後
５
時

終
了

●
川
西
診
療
所
‥
13
日
b
・
14
日
c

●
倉
俣
診
療
所
‥
13
日
b

・
14
日

c
・
15
日
d

●
中
里
歯
科
診
療
所
‥
14
日
c
・
15

日
d
・
16
日
e

●
室
野
診
療
所
‥
14
日
c

●
松
之
山
診
療
所
‥
15
日
d

16
年
10
月
23
日
に
発
生
し
た
中
越

大
震
災
時
に
、
樽
沢
、
寺
ヶ
崎
、
中
仙

田
に
住
所
を
有
し
て
い
た
世
帯
は
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ
く

「
長
期
避
難
世
帯
」
の
認
定
を
受
け

て
い
ま
し
た
が
、
19
年
６
月
30
日
を

も
っ
て
認
定
期
間
が
終
了
し
ま
し
た
。

●
問
合
せ
＝
防
災
安
全
課
震
災
復
興

係
（
内
線
２
８
７
）

融
資
制
度
・
事
業
計
画
の
立
て

方
・
開
業
の
基
礎
知
識
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
●
日
時
＝

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）
午
前
９

時
〜
午
後
６
時
30
分
●
会
場
＝
国
民

生
活
金
融
公
庫
長
岡
支
店
●
相
談
料

＝
無
料
※
要
予
約
●
問
合
せ
＝
国
民

生
活
金
融
公
庫
長
岡
支
店
（
1
０
２

５
８
│
36
│
４
３
６
０
）

「
燃
や
す
ご
み
」
や
「
埋
立
ご
み
」

の
中
に
、
ま
だ
資
源
と
な
る
も
の
や
、

分
別
が
間
違
っ
て
い
る
も
の
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
も
う
一
度
「
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や
「
ご
み
便
利
帳
」

で
確
認
し
、
分
別
の
徹
底
と
ご
み
の

資
源
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
●
問

合
せ
＝
環
境
衛
生
課
（
1
７
５
２
│

３
９
２
４
）

●
巡
回
相
談
所
＝
８
月
７
日
c
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
‥
上
越
警
察

署
（
1
０
２
５
│
５
２
１
│
０
１
１

０
）、８
月
８
日
d
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
‥
長
岡
警
察
署
（
1
０
２

５
８
│
38
│
０
１
１
０
）
●
常
設
相

談
所
＝
８
月
中
の
平
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
‥
県
警
察
本
部
鑑
識
課

（
1
０
２
５
│
２
８
５
│
０
１
１
０
）

●
問
合
せ
＝
十
日
町
警
察
署
（
1
７

５
２
│
０
１
１
０
）

８
月
の
休
館
日

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

無
料
相
談
所
開
設

納
税
で
　
明
る
い
未
来
　
豊
か
な
社
会

７
月
の
納
税
・
納
付

混
ぜ
れ
ば
ご
み
・

分
け
れ
ば
資
源

４
時
●
会
場
＝
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト

●
参
加
費
＝
無
料
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
８
月
31
日
f
ま
で
に
観
光
交
流

課
（
1
７
５
７
│
３
１
０
０
）

夏
休
み
の
思
い
出
に
石
彫
の
絵
を

描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
先
着
１
０
０

人
に
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
７
月
28
日
g
〜
８
月

10
日
f
●
対
象
＝
小
学
生
●
応
募
方

法
＝
画
材
、
色
彩
は
自
由
。
四
つ
切

り
用
紙
を
使
用
し
中
心
市
街
地
石
彫

マ
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
石
彫
を

描
く
。
●
受
付
・
問
合
せ
＝
十
日
町

商
工
会
議
所
T
M
O
事
務
局
（
1
７

５
７
│
５
１
１
１
）

長
野
県
内
の
美
術
・
文
化
施
設「
ち

ひ
ろ
美
術
館
」
や
「
大
町
山
岳
博
物

館
」
な
ど
４
か
所
を
巡
り
ま
す
。
※

詳
細
チ
ラ
シ
は
中
央
公
民
館
に
配
置

●
日
時
＝
９
月
２
日
a
午
前
６
時
30

分
〜
午
後
７
時
●
定
員
＝
先
着
90
人

●
参
加
費
＝
１
０
、
０
０
０
円
（
当

日
徴
収
）
●
申
込
み
＝
８
月
14
日
c

ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
同
じ
バ
ス
に
乗
り
た
い
人

の
名
前
を
書
い
た
は
が
き
か
申
込
用

紙
を
中
央
公
民
館
（
〒
９
４
８
│
０

０
２
２
学
校
町
１
「
美
術
鑑
賞
ツ
ア

ー
係
」）に
提
出
●
問
合
せ
＝
市
芸
術

協
会
事
業
部
・
宮
沢
健
二
（
1
７
５

８
│
２
９
６
５
）

ほ
く
ほ
く
沿
線
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

絵
手
紙
を
募
集
し
ま
す
。
●
対
象
＝

沿
線
に
住
ん
で
い
る
人
ま
た
は
沿
線

を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
●
テ
ー

マ
＝
「
わ
た
し
の
ほ
く
ほ
く
発
見
記
」

●
応
募
方
法
＝
①
は
が
き
サ
イ
ズ
で

手
法
な
ど
は
自
由
②
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
付
③
裏
面
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
明
記
④
著
作
権
は
主
催
者
に

帰
属
※
一
人
で
複
数
の
応
募
可
●
応

募
・
問
合
せ
＝
８
月
10
日
f
ま
で
に

（
当
日
消
印
有
効
）
〒
９
４
９
│
６

６
３
３
南
魚
沼
市
六
日
町
２
９
０
２

│
１
北
越
急
行
㈱
総
務
課
絵
手
紙
係

（
1
０
２
５
│
７
７
０
│
２
８
２
０
）

※
受
付
は
郵
送
の
み

20
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
●
募
集
職
種
・
人
数
＝

介
護
職
員
２
人
●
受
験
資
格
＝
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
人
で
介
護
福

祉
士
資
格
を
有
す
る
人
※
平
成
20
年

４
月
１
日
取
得
見
込
含
む
●
勤
務
場

所
＝
三
好
園
し
ん
ざ
、
三
好
園
、
三

好
園
四
ツ
宮
●
１
次
試
験
＝
９
月
16

日
a
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
23

日
e
ま
で
に
申
込
書
、
卒
業
証
明
書

な
ど
を
添
え
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
三
好
園
（
〒
９
４
９
│
８
６
０
３

下
条
中
央
通
り
1
７
５
６
│
２
１
０

６
）
に
提
出

●
日
時
＝
８
月
25
日
g
午
後
７
時
〜

８
時
45
分
（
予
定
）
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
８
月
３
日
f
ま
で
に
、
明
石
万

灯
‥
十
日
町
お
お
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
商
工
会
議
所
内
1
７
５
７
│
５

１
１
１
）
・
民
謡
流
し
‥
十
日
町
観

光
協
会
（
1
７
５
７
│
３
３
４
５
）

●
試
験
の
種
類
＝
①
航
空
学
生
②
一

般
曹
候
補
生
③
２
等
陸
・
海
・
空
士

（
女
）
④
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
）

●
受
付
期
間
＝
８
月
１
日
d
〜
９
月

７
日
f
●
受
験
資
格
＝
①
高
校
卒
業

（
見
込
含
）・
21
歳
未
満
の
人
②
③
④

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人
●
試
験
日

＝
①
９
月
22
日
g
②
９
月
17
日
b
③

９
月
24
日
b
ま
た
は
25
日
c
●
問
合

せ
＝
防
衛
省
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で6月の３歳児健診を受けた子40人

むし歯のないよい歯の子

（学校町１）

（江道）

（南新田町２）

（南新田町３）

（四日町２）

（中条旭町）

（中条新田）

（寿町４）

（城之古１）

（千歳町１）

（美雪町１・２）

（稲葉）

（稲葉）

（下条栄町）

（貝ノ川）

（土市４）

（土市５）

（土市２）

（中島町）

（みのり団地）

（上野）

（山崎）

（宮中）

（重地）

（池之畑）

（松代）

（天水越）

裕之

靖彦

英和

正幸

剛治

信太郎

亮

明

徳七

丈祐

克之

正雄

正雄

博二

誠

英訓

秀一

智也

勝一

正則

等

寿文

歩

晃

将司

剛

晃

小 川 ち ひ ろ

庭 野 利
り

歩
ほ

波 形 太
たい

陽
よう

福 原 紗
さ

織
おり

桐 生 愛
あい

菜
な

大 島 美
み

嘉
か

雲 谷 　 華
はな

中 澤 　 心
こころ

野 村 菜
な

菜
な

美
み

関 　 公
こう

平
へい

中 沢 玲
れ

央
お

児 玉 健
けん

士
し

朗
ろう

児 玉 康
こう

士
し

朗
ろう

水 落 柚
ゆず

葉
は

上 村 美
み

璃
り

‡ 永 佳
よし

訓
のり

津 端 優
ゆ

依
い

引 間 里
り

加
か

上 原 麻
あさ

未
み

小 野 塚 日
ひ

和
より

上 村 柊
しゅう

栄
えい

大 口 航
こう

平
へい

樋 口 聖
せい

悠
ゆう

鈴 木 満
ま

里
り

奈
な

山 賀 桃
もも

果
か

a 澤 純
じゅん

聖
せい

福 原 　 歩
あゆみ

十
日
町
お
お
ま
つ
り

「
明
石
万
灯
」「
大
民
謡
流
し
」

参
加
団
体
募
集

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

※保護者の承諾を得て掲載しています。

自
衛
官
募
集

ほ
く
ほ
く
線
開
業
10
周
年
記
念

絵
手
紙
展
作
品
募
集

十
日
町
寿
福
祉
会
職
員
募
集

（福）

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
証
更
新
の
お
知
ら
せ

「
長
期
避
難
世
帯
」
の
認
定

期
間
が
終
了
し
ま
し
た

創
業
・
第
二
創
業
相
談

７月４日d午前11時ころ小白倉地内で、７

月６日f午前７時40分ころ元町地内で、クマ

の目撃情報がありました。それ以後も川西地

域内でクマの痕跡（足跡など）と思われるも

のが発見されています。市では防災無線や広

報車による広報、目撃か所を中心に看板の設

置、チラシ配付により住民の皆さんへの注意

喚起を行っています。また、万一の場合には、

猟友会による捕獲も考えています。

現在は、川西地域でしか目撃されていませ

んが、熊の移動速度は速く行動範囲も広いの

で、川西地域以外の皆さんも十分に注意して

ください。農作業などで山に行く場合は、ク

マよけの鈴や携帯ラジオを持って行くように

しましょう。また、クマや痕跡などを目撃し

た場合は、本庁市民生活課環境政策室生活環

境係（内158）または各支所市民生活課へ。

川西地域でクマを目撃！
８
月
の
国
保
診
療
所
休
診
日

十
日
町
市
芸
術
協
会
主
催

第
17
回
美
術
鑑
賞
ツ
ア
ー

石
彫
絵
コ
ン
テ
ス
ト

巡
回
相
談

４
月
〜
７
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
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●心配ごと相談
会場：社会福祉協議会（本所・支所）

時間：午後１時30分～４時

▽十日町本所　毎週木曜日

▽松代支所　　３日F ▽中里支所　17日F

▽松之山支所　21日C ▽川西支所　28日C

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日午前９時～午後５時
会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）
おおむね45歳以上が対象です

●ジョブカフェ （若者のための仕事相談）
毎週木曜日　午前10時～午後４時　※要予約
会場：本町分庁舎　おおむね30代半ばまでが対象です

●定例行政相談
毎月第２金曜日　午前10時～午後３時
会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
【川西地区】28日C午後１時30分～４時

会場：はあとふる川西
【松代地区】３日F午後１時30分～４時

会場：しぶみの家

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約
毎週木曜日　午後１時30分～４時
会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
９日E・23日E
午前10時～正午、午後１時～３時
会場：クロス10

●女性相談専用電話
月～金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時30分　1757-3701

2007年8月 August2007年8月 August

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

※健康手帳のある人は持参してください。

問合せ 社会福祉協議会1750-5010

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

3歳6か月児
健　診

1歳6か月児
健　診

４か月児
健　診

2歳6か月児
身体測定

10か月児
健　診

●乳幼児健診

●ちびっこひろば

◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる本
庁または各支所へ連絡してください。

◎３歳６か月児健診前に検査セットを送りますので、届
かない人は本庁へ連絡してください。

◎会　場…十日町保健センター（十日町本庁舎となり）

◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
着替えやおむつなど必要なもの

８月は夏休みです。

９月４日cからまた始まります。

●申込み・問合せ　中央公民館　1757-5011

医療機関名期 日 住　所 電話番号

5日A

12日A

19日A

●休日救急医

26日A

なかよしランド

読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●日　時　９日E 午前10時～11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

おはなしたまてばこ

読み聞かせ、パネルシアターなどを行います。

●日　時　18日G 午後２時～３時

●対　象　幼児・小学生

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

どんぐりおはなしのへや

●こころの健康相談

●全血献血

●日時・会場・受付時間

２日E 下条公民館 午前10時～正午

〃　　　　午後１時～３時

16日E 本　庁　　　午前10時～正午

〃　　　　午後１時～３時30分

●問合せ　

健康支援課地域医療係

（内線127）

▼
あ
の
大
震
災
か
ら
３
年
足
ら
ず
で
ま
た
激

し
い
揺
れ
。
新
潟
県
中
越
沖
地
震
は
当
市
に

は
前
回
ほ
ど
の
被
害
は
も
た
ら
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
忘
れ
か
け
て
い
た
災
害
の
恐
ろ
し

さ
を
呼
び
覚
ま
し
ま
し
た
。
何
よ
り
も
、「
も

う
こ
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
甘
い
思
い
込
み

を
吹
っ
飛
ば
す
に
は
十
分
の
破
壊
力
が
あ
り

ま
し
た
。
被
災
地
の
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

▼
３
月
の
能
登
半
島
地
震
の
と
き
も
た
ま
た

ま
現
地
に
行
っ
て
い
て
、
近
年
の
３
回
の
大

地
震
を
す
べ
て
体
験
し
ま
し
た
。
貴
重
な
経

験
で
す
が
、「
だ
か
ら
と
い
っ
て
何
を
ど
う

生
か
せ
る
の
か
」
と
い
う
も
ど
か
し
さ
も
感

じ
ま
す
。「
災
害
は
忘
れ
な
い
う
ち
に
や
っ

て
く
る
」「
地
震
・
大
雨
・
豪
雪
は
い
つ
も

隣
に
い
る
」。こ
れ
を

座
右
に
置
い
て
、
心

と
物
の
備
え
を
怠
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼
７
月
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
が
夏
本
番
。
夏
の
音
と
い
え
ば
、
私
が
思

い
浮
か
べ
る
の
は
セ
ミ
で
す
。
セ
ミ
の
鳴
き

声
を
聞
く
と
、
あ
ー
夏
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

で
も
セ
ミ
が
何
日
か
ら
鳴
き
始
め
た
の
か
毎

年
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
い
つ
の
間
に
か

鳴
い
て
い
ま
し
た
。
暑
苦
し
く
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
種
類
や
個
体
に
よ
っ
て
鳴

き
声
が
違
う
の
で
、
じ
っ
く
り
聞
い
て
み
る

の
も
お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

▼
７
月
16
日
に
起
き
た
中
越
沖
地
震
。
十
日

町
市
で
は
中
越
地
震
ほ
ど
の
被
害
は
出
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
３
年
前
の
恐
怖
や

不
安
な
ど
を
思
い
出
す
に
は
十
分
で
し
た
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
被
災
地
の
被
害
状
況
を

聞
く
た
び
に
切
な
く
な
り
ま
す
。
今
回
の
地

震
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
地
域
の
一
日

も
早
い
復
興
を
願
い

ま
す
。

（五） （わ）

午前９時30分～
11時30分

午前９時30分～
11時30分

午後１時30分～
３時30分

午前９時30分～
11時30分

午後１時30分～
３時30分

午前９時～
午後４時

午前９時～11時

午前９時30分～
11時30分

午前８時30分～
午後５時

十日町保健センター

吉田就業改善センター

山谷集会所

水沢公民館

平成園

千手中央
コミュニティセンター

松代保育園

中里支所

松之山支所

６日B・20日B

９日E

17日F

27日B

24日F

中条病院 北原 757-3018

石川医院 津南町 766-2061

上村病院 田中 763-2111

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

富田医院 発電所通り西 761-0200

庭野医院 寿町４ 752-2711

30日E 午後1時
～1時30分

19年４月
生まれの
乳　児

29日D 午後1時～2時
18年10月
生まれの
乳　児

22日D 午後1時
～1時30分

18年２月
生まれの
幼　児

22日D
17年２月
生まれの
幼　児

23日E 午後1時
～1時30分

16年２月
生まれの
幼　児

午前9時
～９時30分

●ＡＥＤの設置状況

●離乳食教室

対象児と内容 開　催　日

２か月～４か月児
離乳食初期

会　　場　十日町保健センター（本庁舎となり）

受付時間　午前９時45分～午前10時

直接会場においでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

２日E

６か月～９か月児
離乳食中期～後期

28日C

上記のＡＥＤは貸出しをしています。地区や学校な

どの運動会、イベントのときに万が一に備えご利用く

ださい。

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線127）

または各支所健康福祉課

◆本　庁（健康支援課・教育委員会）計２台

◆各支所（健康福祉課）計４台

◆倉 俣 診 療 所（1763-2147）

◆中里歯科診療所（1763-2488）

◆松之山診療所（1596-2240）

◆総 合 体 育 館（1752-4377）

◆中 央 公 民 館（1757-5011）

◆キ ナ ー レ（1752-0117）

◆ひだまりプール（1768-4880）

◆清津峡トンネル管理事務所（1763-4800）

◆芝 峠 温 泉（1597-3939）

今年度、ＡＥＤを新たに市内５つの施設に設置した

ことにより、設置施設は以下の14か所になりました。

不眠、不安、意欲の低下などでお悩みのことはあり

ませんか。本人でも家族でも相談できます。

●日　時　１日D 午後３時～５時

●会　場　十日町保健センター

●医　師　須賀医師（中条第ニ病院）

●申込み・問合せ

健康支援課成人保健係（内線126）または、

十日町地域振興局健康福祉部地域保健課1757-2400
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